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神
代
か
ら
続
く
占
い
伝
え
る

天
香
山
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
橿
原
市
南
浦
町
６
０
８

（
祭
神
）
櫛
真
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
香
久
山
駅
か
ら
徒
歩
約

分
、
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
別
所
町
」か
「
南

浦
町
」
で
下
車
。
い
ず
れ
も
徒
歩

約

分
。
無
料
駐
車
場
あ
り

（
電
話
）
０
７
４
４
・

・
０
１
５
５

天
香
山
神
社
の
拝
殿
‖
橿
原
市
で

天
香
山
神
社
は
、
正
式

に
は
天
香
山

坐

櫛
真
命
神

社
と
言
い
、
天
香
具
山
の
北

麓
に
鎮
座
し
ま
す
。

祭
神
は
、
櫛
真
命
（
櫛

真
智
命
に
同
じ
）
で
、
神
意

を
伺
う
占
い
の
神
で
す
。
国

家
の
大
事
を
判
断
す
る
亀
卜

や
、
天
皇
陛
下
即
位
の
大

嘗
祭
の
た
め
の
神
撰
田
決

定
に
関
係
す
る
神
と
し
て
、

重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

畝
尾
都
多
本
神
社
、
天
岩

戸
神
社
、
畝
尾
坐
健
土
安
神

社
と
と
も
に
「
天
香
山
坐
四

処
神
社
」
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

占
い
に
使
う
波
波
迦
の
木

（
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
）
は
、

今
も
境
内
に
自
生
し
て
い
ま

す
。
古
事
記
の
「
天
岩
戸
神

話
」
に
は
、
雄
鹿
の
骨
を
波

波
迦
の
木
の
皮
で
焼
い
て
吉

凶
を
占
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

「
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し

白
栲
の
衣
干
し
た
り
天
の
香

具
山
」
と
、
万
葉
集
や
百
人

一
首
に
収
め
ら
れ
て
い
る
持

統
天
皇
が
詠
ん
だ
有
名
な
歌

が
あ
り
ま
す
。

初
夏
の
す
が
す
が
し
い
日

に
藤
原
宮
か
ら
天
香
具
山
方

面
を
眺
め
た
景
色
を
歌
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

天
香
具
山
は
畝
傍
、
耳
成

と
合
わ
せ
て
大
和
三
山
を
構

成
す
る
山
で
す
が
、唯
一
「
天

の
」
と
神
聖
視
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
天
香
具
山
の
枕
詞
は

「
天
降
り
つ
く
」
で
、
天
上

か
ら
降
っ
て
き
た
と
の
伝
承

か
ら
き
て
い
ま
す
。

神
代
か
ら
続
く
古
い
占
い

の
形
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な

神
社
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

本
田
倫
子
）


